
５月10日（土）

☎

　市議会だよりは2月、5月、8月、11
月の第２土曜日(定例会号)、１月１日
(新年号)に発行します。
　次回の定例
会は６月に開
催予定です。

２月定例会号

● 議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています ●

２月定例会

当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
各
会
派
が
質
疑

異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。ま
た
、

議
員
提
出
の
条
例
案
1
件
及
び
意
見

書
案
6
件
を
可
決
、
2
件
を
否
決
し

た
他
、
請
願
2
件
を
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
こ
の
他
、
専
決
処
分
の
報
告

6
件
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
代
表
質
疑
は
2
～
5
面
、
一
般
質

問
は
6
～
9
面
、
審
議
結
果
一
覧
は

10
面
に
掲
載
）。

○
当
初
予
算
関
連
条
例
案
（
抜
粋
）

・
議
案
第
45
～
50
号

　
市
川
市
行
政
組
織
条
例
及
び
市
川

市
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例(

一
部
改
正
）、
市
川
市
市

民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
等
に
関
す
る
条
例
（
制

定
）、
市
川
市
斎
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
・
塩
浜

式
場
廃
止
、
友
引
日
開
場
）
な
ど
。

○
そ
の
他
の
議
案
等
（
抜
粋
）

　
平
成
25
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会

計
、特
別
会
計
6
、公
営
企
業
会
計
）、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
諮
問
（
5
件
）、［
追
加
］

監
査
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
等
の

選
任
・
任
命
議
案
（
5
件
）
な
ど
。

　
市
議
会
は
、
平
成
26
年
2
月
定
例

会
を
2
月
17
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
2
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
大
久

保
博
市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
、
次

い
で
田
中
庸
惠
教
育
長
が
教
育
行
政

運
営
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
施
政
方
針
、
教
育
行
政
運
営
方

針
及
び
市
長
が
提
出
し
た
平
成
26
年

度
当
初
予
算
案
と
こ
れ
に
関
連
す
る

条
例
案
計
14
議
案
に
対
す
る
各
会
派

の
代
表
質
疑
、
並
び
に
、
平
成
25
年

度
補
正
予
算
案
そ
の
他
の
議
案
（
報

告
6
件
及
び
別
日
程
で
追
加
さ
れ
た

議
案
5
件
を
含
む
計
26
件
）
に
対
す

る
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
は
、
市
川
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
案
、
国
分
川
調
節

池
に
お
け
る
植
物
の
種
子
飛
散
に
よ

る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る

た
め
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書
案
等

の
発
議
9
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
30
人
の
議
員
に
よ
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長

提
出
議
案
の
29
件
を
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
・
同
意
し
、
諮
問
5
件
を
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◆
施　
政　
方　
針
（
要
旨
）

　
平
成
26
年
度
は
、
市
長
就
任
2
期
目
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
市
制
施
行
80
周

年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
る
。
次
代
へ
向
け
新
た
な
街
づ
く
り
を
進
め
る
他
、
人
口
減
少

が
顕
著
と
な
る
中
、
生
産
年
齢
人
口
を
減
ら
さ
な
い
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
1
期
目
は
、
継
続
事
業
の
進
捗
管
理
を
行
い
な
が
ら
着
実
に
市
政
を
運
営
し
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
特
定
財
源
も
適
切
に
活
用
し
て
、
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
事
業
を
行
い
、

本
市
を
躍
進
さ
せ
る
決
意
で
2
期
目
の
市
政
を
運
営
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
本

位
の
行
政
を
信
条
に
、
市
及
び
市
民
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
市
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　
⑴
美
し
い
景
観
の
ま
ち
の
実
現
　
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
ま
ち
の
質
と
価
値
を

高
め
る
取
り
組
み
。
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
。

　
⑵
福
祉
の
充
実
と
生
活
の
安
定
　
平
均
寿
命
の
延
伸
、
少
子
化
、
国
の
社
会
保
障
制
度

改
革
等
の
社
会
変
化
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
。

　
⑶
行
財
政
改
革
に
よ
る
安
定
経
営
の
実
現
　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
公
の
施
設

の
経
営
見
直
し
や
人
事
給
与
制
度
改
革
、
使
用
料
等
の
受
益
者
負
担
の
見
直
し
、
国

民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
と
い
っ
た
行
財
政
改
革
を
迅
速
果
断
に
実
行
。

（
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　
⑴
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
　
福
祉
、
健
康
、
子
育
て
等
の
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
防
災
・
防
犯
対
策
、
公
共
施
設
・
都
市
基
盤
の
適
切
な
維
持
管
理
な
ど

　
⑵
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
　
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
環
境
の
各
施
策
、
市
民
に
や
さ
し
い
市
役
所
な
ど

　
⑶
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　
地
域
特
性
を
活
か
し
た
土
地
利
用
の
誘
導
、
地
域
経
済

の
振
興
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
、
女
性
の
社
会
進
出
の
支
援
な
ど

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

　
教
育
分
野
で
は
、
学
力
低
下
、
い
じ
め
、
体
罰
等
の
問
題
も
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、

教
育
改
革
の
議
論
が
加
速
し
て
い
る
。
教
育
政
策
は
不
断
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

第
2
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
「
人
を
つ
な
ぐ
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
　

市
川
の
教
育
」
を
基
本
理
念
に
、
そ
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　
⑴
児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
の
充
実
　
個
々
の
実
態
に
応
じ
た
学
力
・
体
力
の
向
上
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
適
切
、
き
め
細
や
か
に
対
応
。

　
⑵
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
の
連
携
　
お
の
お
の
が
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、

連
携
・
協
力
に
よ
り
幅
広
い
教
育
機
能
の
活
性
化
を
図
る
。

　
⑶
生
涯
学
習
の
推
進
　
誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学
習
環
境
を
実
現
。

（
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　
⑴
子
ど
も
の
姿
　
「
校
内
塾
・
ま
な
び
く
ら
ぶ
」
新
設
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
の
充
実
な
ど

　
⑵
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
姿
　
家
庭
教
育
学
級
、
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
塩

浜
小
・
中
学
校
の
小
中
一
貫
校
化
な
ど

　
⑶
市
川
の
教
育
の
姿
　
校
舎
等
の
耐
震
補
強
、
い
じ
め
問
題
の
対
応
強
化
、
生
涯
学
習

環
境
の
充
実
な
ど

◆
当　
初　
予　
算

　
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
3
・
1
％
増
の
1　3　1　1　億
円
、
特
別
会
計

は
、
6
会
計
を
合
わ
せ
て
8　8　1　億
9　8　0　0　万
円
で
同
6
・
8
％
の
増
、
公
営
企
業
会

計
の
病
院
事
業
は
20
億
4　0　0　万
円
で
同
31
・
7
％
の
減
で
、
総
額
で
は
2　2　1　3　億
2

0　0　万
円
、
同
4
・
1
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美しい景観づくりは身近な生活の中から

市制施行80周年記念事業

夏休み
親子議場見学会

参加者募集

市川市議会委員会条例
の一部改正案を可決

　市議会は、市長直属の経営改革
室を新設し、管財部及び情報政策
部を廃止する等の市川市行政組織
条例の一部改正を受け、総務委員
会の所管を変更する市川市議会委
員会条例の一部改正案を発議し、
これを全会一致で可決しました。

　市川市議会では、市制施行80
周年を記念して、７月31日
（木）・８月１日（金）に夏休み親子
議場見学会を開催します。
　市内在住・在学の小学校５・６
年生の親子を対象に、普段は入
ることのできない議場をはじめ
とする市議会各施設に実際にお
入りいただきます。
　市議会のしくみやしごとにつ
いて理解を深めていただき、市
議会をより身近に感じていただ
ければ幸いです。

※応募方法など詳細については、
９面をご覧ください。


